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く
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仕
事

や
人
付
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の
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で
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失
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こ
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る
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杯
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傾
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お
酒
に
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わ
る
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け
で
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︑数
え
切
れ
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い

ほ
ど
の
失
敗
談
が
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り
ま
す︵
笑
︶︒
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参加
学生

前列左から知花望笑さん（金沢大学2年）、石戸咲菜さん（金沢星
稜大学3年）、後列左から川場渚佐さん（金城大学3年）、宅美佳幸
さん（金沢工業大学3年）、中村圭佑さん（北陸大学3年）

若い時の失敗は成長の原動力

苗加 充彦氏

講師
株式会社 苗加不動産
代表取締役

1969年石川県金沢市生まれ。90年苗
加不動産入社。2002年専務取締役に
就任。07年より現職。

のうか・みつひこ

金
沢
で
過
ご
す
学
生
生
活
の
意
義
や
仕
事
観・人
生
観
を
、講
師
と
学
生
が
語
り
合
う「
学
都

屋
台
食
談
」を
11
月
６
日
か
ら
11
月
19
日
に
か
け
て
、金
沢
市
の
片
町
中
央
味
食
街
で
開
催
し

ま
し
た
。２
０
０
６
年
か
ら
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
た
食
談
で
、講
師
が
語
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。

第3回

株
式
会
社
苗
加
不
動
産

代
表
取
締
役

学
都
屋
台
食
談

苗
加 

充
彦
氏

の
う
か

み
つ
ひ
こ
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